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定
期
大
会
は
大
会
議
長
に
奥
村

歳
久（
文
京
）、須
藤
功（
三
鷹
武
蔵

野
）、出
雲
洋
行（
墨
田
）、大
会
書

記
長
に
奥
田
八
志（
小
平
東
村
山
）

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
諸
役

員
を
選
出
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
中
村
隆
幸
委
員
長
が
中
央

執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
（
2
面
に
掲
載
）

基
調
報
告
は
動
画
に
よ
る
事
前

視
聴
を
基
本
と
し
て
、
会
場
で
は

要
点
報
告
の
み
行
な
い
ま
し
た
。

小
番
徹
書
記
長
は
「
建
設
ア
ク
シ

ョ
ン
運
動
の
発
展
の
中
で
貧
困
格

差
、
社
会
保
障
の
脆
弱
性
、
イ
ン

ボ
イ
ス
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
仲
間
の
声
を
運
動
化
し
て
い

く
こ
と
が
今
後
の
役
割
」と
述
べ
、

今
年
度
の
方
針
の
重
点
と
し
て
①

ま
さ
に
今
行
な
わ
れ
て
い
る
統
一

地
方
選
挙
に
む
け
た
要
求
実
現
ア

ク
シ
ョ
ン
2
0
2
3
の
取
り
組

み
、
②
賃
上
げ
や
処
遇
改
善
、
建

設
国
保
を
守
る
運
動
と
結
合
さ
せ

た
社
会
保
障
拡
充
の
推
進
、
③
ス

ト
ッ
プ
組
織
減
少
と
大
衆
的
な
拡

大
運
動
の
取
り
組
み
、
分
会
が
主

体
と
な
っ
た
学
習
・
交
流
、
事
業

所
の
仲
間
の
組
織
化
、
④
青
年
・

後
継
者
世
代
の
活
動
参
加
と
そ
れ

ら
へ
の
組
織
ぐ
る
み
の
支
援
、
⑤

労
働
者
供
給
事
業
、
外
国
人
就
労

者
問
題
を
重
点
と
し
た
行
動
目
標

策
定
協
議
な
ど
、
5
点
を
強
調
し

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
各
専
門
分
野
に

分
か
れ
て
4
年
ぶ
り
に
分
科
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
（
3
・
4
・

5
・
6
面
に
掲
載
）

休
憩
を
は
さ
み
、
基
調
報
告
と

決
算
・
予
算
案
の
事
前
質
問
・
要

望
へ
の
答
弁
が
行
わ
れ
、
す
べ
て

の
提
案
を
採
択
。
ま
と
め
を
受
け

て
、
大
会
宣
言
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
採
択
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
選
出
さ

れ
た
新
執
行
部
が
紹
介
さ
れ
、
新

役
員
を
代
表
し
て
中
村
隆
幸
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た

退
任
役
員
か
ら
は
千
葉
一
郎
前
社

会
保
障
対
策
部
長
が
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
（
8
面
に
掲

載
）
。
最
後
は
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
全
会
場
の

参
加
者
で
行
な
い
、
閉

会
し
ま
し
た
。
今
大
会

は
来
賓
の
出
席
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
1

0
6
件
の
祝
電
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。（
7
面
に
掲
載
）

な
お
「
未
来
の
会
」

に
関
連
し
た
統
制
処
分

を
受
け
た
三
人
か
ら
の
異
議
申
し

立
て
は
、
午
前
中
に
行
な
わ
れ
た

投
票
に
よ
り
、
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

3
月
19
日
、
東
京
土
建
は
ベ
ル
サ
ー
ル
東
京
日
本
橋
に
て
第
76
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
も
日
程
は
1
日
の
み
だ
っ
た
も
の
の
、
4
年
ぶ
り
に
各
支
部
か
ら
の
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
て
の
招

集
型
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
代
議
員
2
9
8
人
、
代
議
員
以
外
の
本
部
役
員
19
人
、
特
別
代
議
員

1
4
3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

政
府
は
3
月
7

日
、
現
行
の
健
康
保

険
証
を
2
0
2
4
年

秋
で
廃
止
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

一
本
化
す
る
こ
と
な

ど
を
含
ん
だ
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
関
連
法

案
を
閣
議
決
定
し
、

国
会
に
提
出
し
ま
し

た
。3

月
23
日
、
国
会

議
員
会
館
で
東
京
土

建
も
加
わ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
反
対
連

絡
会
な
ど
3
団
体
の

共
催
に
よ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
強
制
を
や
め
て

保
険
証
廃

止
法
案
は
撤
回
を
！
国
会
内
集

会
」
が
行
な
わ
れ
、
会
場
に
は
立

ち
見
も
出
る
ほ
ど
の
2
0
0
人
を

超
す
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
住
江
憲
勇

さ
ん（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
）

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
、
保

険
証
廃
止
に
よ
る
問
題
点
を
具
体

的
に
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
「
保

険
証
の
廃
止
は
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
被
保
険
者
に
対
す
る
保
険

者
で
あ
る
国
の
義
務
・
責
務
の
放

棄
で
あ
り
、
無
保
険
者
を
生
み
出

す
国
民
皆
保
険
制
度
の
破
壊
で
重

大
な
憲
法
違
反
だ
」
な
ど
と
、
き

び
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
各
団
体
か
ら
発
言
。

東
京
土
建
の
石
村
英
明
副
委
員
長

は
国
保
組
合
を
運
営
す
る
者
の
立

場
か
ら
保
険
証
廃
止
に
反
対
す
る

立
場
を
述
べ
た
上
で
、
「
政
府
の

狙
い
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
顔
認
証

を
利
用
し
た
国
民
監
視
だ
」
な
ど

と
し
て
、
強
制
の
撤
回
を
求
め
て

い
こ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
集
会
に

は
、
馬
淵
澄
夫
、
野
間
健
、
川
田

龍
平
、
吉
田
統
彦
、
福
田
昭
夫
、

鎌
田
さ
ゆ
り
、
高
木
真
理（
以
上
、

立
民
）、
山
下
芳
生
、
田
村
貴
昭
、

宮
本
徹
、
宮
本
岳
志
（
以
上
、
共

産
）
の
国
会
議
員
が
か
け
つ
け
、

議
会
で
法
案
撤
回
の
論
陣
を
張
っ

て
闘
う
と
発
言
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は
国
会

議
員
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

■
放
送
法
を
め

ぐ
る
政
府
の
解
釈

変
更
に
関
し
て
記

録
し
た
文
章
に
つ

い
て
、
当
時
総
務

相
だ
っ
た
高
市
早
苗
・
経
済
安

全
保
障
担
当
相
が
「
捏
造
だ
」

「
大
臣
レ
ク
（
説
明
）
は
な
か

っ
た
」
と
主
張
し
て
い
る
。
し

か
し
、
総
務
省
は
「
（
政
治
的

公
平
を
定
め
た
）
放
送
法
4
条

の
解
釈
と
い
う
重
要
な
案
件
を

大
臣
に
全
く
報
告
し
て
い
な
い

と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
」
と

し
て
、
そ
の
レ
ク
は
「
行
な
わ

れ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
調
査

結
果
を
ま
と
め
た
。

■
か
つ
て
の
部
下
た
ち
が
捏

造
と
い
う
刑
法
犯
罪
、
国
家
公

務
員
法
違
反
を
犯
し
た
と
主
張

す
る
高
市
氏
。
た
だ
、
そ
の
理

由
は
「
（
番
組
Ｍ
Ｃ
の
）
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
フ
ァ
ン
な
の
で
テ

レ
ビ
朝
日
を
デ
ィ
ス
る
は
ず
が

な
い
」
と
か
「
（
大
臣
室
の
職

員
2
人
が
、
レ
ク
に
つ
い
て
）

絶
対
に
な
い
と
言
っ
て
く
れ
て

い
る
」と
か
、
い
か
に
も
軽
い
。

普
通
に
考
え
れ
ば
、
捏
造
は
な

か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
の
が
自

然
だ
。

■
主
張
を
聞
く
に
つ
れ
、
既

視
感
と
と
も
に
「
そ
こ
か
ら
で

す
か
」
と
虚
し
い
気
持
ち
に
。

は
な
か
ら
無
理
な
話
を
な
ん
と

か
通
そ
う
と
、
茶
番
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。
丁
寧
に
説
明
す
る

ほ
ど
に
馬
鹿
馬
鹿
し
く
、
こ
れ

も
民
主
主
義
の
コ
ス
ト
な
の
か

と
徒
労
感
が
募
る
。
言
論
統
制

の
有
無
が
争
点
で
あ
っ
て
、
文

章
の
真
贋
に
矮
小
化
す
べ
き
で

な
い
と
の
主
張
も
わ
か
る
が
、

国
民
の
規
範
意
識
に
与
え
る
影

響
と
そ
の
損
失
も
大
き
い
の
で

は
な
い
か
。魚
は
頭
か
ら
腐
る
。

組
織
を
強
く
大
き
く
し
て

460人が一堂に会した

仲
間
の
声
を
運
動
に
変
え
よ
う

仲
間
の
声
を
運
動
に
変
え
よ
う

保険証廃止

「
狙
い
は
国
民
の
監
視
」

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
強
制
や
め
よ

かけつけた国会議員と共に記念撮影

拍手を送る大会参加の代議員のみなさん

４
年
ぶ
り
に

招
集
型
の
大
会

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
組
織
を

強
く
大
き
く
し
て
建
設
ア
ク
シ
ョ

ン
運
動
を
発
展
強
化
し
、
産
業
の

多
数
派
結
集
と
労
働
運
動
・
市
民

運
動
の
共
同
で
、
仕
事
と
く
ら
し

を
守
る
た
め
に
全
て
の
働
く
仲
間

の
団
結
で
立
ち
上
が
ろ
う
！
」


